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【EMD.GR.JP掲載のニュース】 
（9 月 3 日～9 月 15 日分） 

 
アッカ、8Mbps サービスの開局ス
ケジュールを公表 
 
 アッカ・ネットワークスは、2001年 11月

上 旬 ま で に 最 高 速 度 8Mbps （ G.dmt 

AnnexC）のサービス提供エリアを 500 の

NTT 収容局に拡大し、開局スケジュール決定

したと発表した。 

 

 アッカは、これまで 10 月中旬までに開局

予定だった 102局の開局スケジュールを公表

していたが、これを 500局まで拡大、さらに

スケジュールの前倒しもあり再公表したも

の。 新たなスケジュールは、9月に 66局、

10月に 254 局、そして 11 月上旬に 180局の

開局予定となっている。またアッカのサービ

スエリア全 531 局のうち残る 31 局に関して

も開局準備に向けて調整を行っているとして

いる。 

 

 アッカの DSL サービスは回線のみの提供

であり、インターネット接続を行うには ISP

と契約する必要がある。今回の開局スケジュ

ールの公表に伴い、8Mbps サービス対応 ISP

として So-net が本申し込みの受付を開始し

ている。 

（9/15） 

 

IFPI、インターネット放送のため
のライセンス制度を発表 
 
 国際レコード産業連盟（IFPI）は、インタ

ーネットを介して音楽を配信できる放送事業

者向けライセンス制度を発表した。 

 

 このライセンス制度では、放送事業者はレ

コードレーベルと一度契約を結ぶことによ

り、制作した音楽番組を加盟各国でインター

ネットを介して同時に配信することが認めら

れる。 この制度に加盟した国は現在までに

24ヶ国。最終的には30ヶ国を越えると予想

されている。 

 

 音楽番組の同時配信（simulcasting）は人

気の高いインターネットプログラムで、3 年

前には 75 事業者しか存在しなかったが、今

では 5,000を越える事業者が同時配信を行っ

ていると見込まれている。 ただ、これまでは

音楽番組の同時配信をする際に配信する国ご

とにライセンス契約を結ぶ必要があった。今

回の新しい制度ではこの手間を省くことがで

きる。 

 

 このライセンス制度は 1年の試用期間を経

て、2002年 5月 31日から実施運用される。  

 

 IFPI はメジャー、インディーズ含めた

1,400 以上のレコード会社を代表する業界組

織。今回のライセンス制度は、合法的なオン

ライン音楽市場形成のための重要な第一歩と

している。 

 

 なお、加盟 24 ヶ国は以下の通り。オース

トリア、デンマーク、ドイツ、ギリシア、ア

イルランド、オランダ、ポルトガル、スウェ

ーデン、イギリス、チェコ共和国、ハンガリ

ー、ポーランド、スロバキア共和国、 カナダ、

香港、マレーシア、シンガポール、ニュージ

ーランド、台湾、南アフリカ、アルゼンチン、

メキシコ、ペルー、ベネズエラ。 

（9/14） 

 

MCJ 、 配 信 サ ー ビ ス を
「music.co.jp」に統一 
 
 ミュージック・シーオー・ジェーピー

（MCJ）は、2001年 9月 12日より自社総合

サイト「music.co.jp」を 音楽配信に特化した

形にリニューアルし、それに伴い配信サービ

ス の 呼 称 も 「 SOUNDWARE 」 か ら

「music.co.jp」に統一すると発表した。 

 

 このリニューアルにより、music.co.jp が運

営する他サービスサイトとの連携を強化、ユ

ーザーの利便性、顧客へのサービスの向上を

目指すとしている。 

（9/14） 

 

三洋電機、携帯型 EMD プレーヤ
ー新機種発表 
 
 三洋電機は、携帯型 EMDプレーヤーの新

機種「SSP-PD10（愛称：DiPly（ディプリ））」

を発表した。発売予定日は 2001 年 10 月 21

日、メーカー希望小売価格は 24,000 円（税

別）。  

 

 対応する圧縮フォーマットは MP3、WMA、

AAC の 3種類。著作権保護方式もマイクロソ

フトの「WMRM（Windows Media Rights 

Manager）」とリキッドオーディオの「SP3

（Secure Portable Player Platform）」の両方

に対応している。 メモリは内蔵 64MB のみ。

メモリカードによる増設はできない。 

 

 付属のニッケル水素充電池を利用する場

合、パソコンの USB 端子から供給される電

源を利用して充電ができる「USB 充電機能」

を搭載。 充電時間は 3.5 時間で約 4時間の連

続再生が可能。なお、アルカリ乾電池(単 4型)

では約 5.5 時間の長時間連続再生が可能とな

っている。 

 

 携帯型プレーヤーとしては業界初、スペシ

ャライザー社のバーチャル低音増強システ

ム 、 Vi.B.E. （ バ イ ブ 、 Virtual Bass 

Enhancement）を搭載。 人間の耳に低音が

強調されたと感じるような低音周波数を、高

調波を利用して音のパターンを設定する技術

で、通常の軽量ヘッドホンの最低周波数特性

より低い低音の再生がバーチャルに可能とな

る。 

 

 色はシルバータイプとオレンジの 2色。ア

クセサリー感覚のデザインを採用し、胸のポ

ケットに入れて持ち運べるだけでなく、ベル

トクリップを標準装備。 また、本体のベルト

クリップ取りつけ穴を利用して、キーホルダ

ー感覚でカバン等にも付けることができるよ

うになっている。 

 

 また三洋電機が運営している音楽配信サイ

ト「MUSIC SANYO」では、あらたにマイク

ロソフト方式で音楽配信サービスを開始する

（2001年 12月末予定）。  このマイクロソフ

ト方式の配信においては、従来の PC に楽曲

を保存する方法だけでなく、PC を経由して

直接プレーヤー本体に転送する「ダイレクト

ダウンロード」の実験を SSP-PD10のユーザ

ーを対象に行なう予定としている（2001 年

10月末開始予定）。 

（9/13） 

 

NEC とモスフード、DSRC 応用
の実証実験 
 
 NEC とモスフードサービス（モスフード）

は、モスバーガー江ノ島店において、ETC で

使用されている無線通信システム「DSRC」

を応用したキャッシュレスドライブスルーの

実証実験を 2001年 9月 25日から共同で実施

する。 営業中の実店舗を使った DSRC 応用

システムの実験は、国内初の試み。 
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 DSRC（狭域通信：Dedicated Short Range 

Communications)は 5.8GHz 帯のアクティブ

双方向無線通信規格。データ通信速度は、

1Mbs （ASK 変調方式）もしくは 4Mbps

（QPSK 変調方式）。 2001 年 3月 30日より、

日本道路公団千葉地区と沖縄地区、首都高速

道路公団の一部で ETC（有料道路ノンストッ

プ自動料金支払いシステム：Electronic Toll 

Collection System)のサービスが開始されて

いる。 

 また、DSRC の ETC 以外の利用について

は既に関係法令の改正・施行が行われ、法的

な環境も整備されている。 

 

 今回の実験では、自動車に搭載されたカー

ナビなどの車載端末から、DSRC 無線通信に

よって商品の注文/決済を行う他、車載端末へ

の地域情報の提供や、 大容量データ配信（音

楽ダウンロードなど）など、様々なサービス

ができるようになっている。さらに、車の中

から家庭やオフィスと同じように、自由にイ

ンターネットへアクセスすることも可能とな

っている。 

 

 また、実験システムは DSRC 無線通信上で

インターネットを利用するために必要な

IP(Internet Protocol)の処理機能を実装して

いること、 また車を移動させながらでもサー

ビスを利用可能とするために必要なハンドオ

ーバ機能を実装していることを特徴としてお

り、これらの技術についても検証を行う。 

 

 なお、実験期間は 2001 年 9 月 25 日から

28日までの 4日間。 

（9/13） 
 
EMI、新作プロモーションに
BayView の著作権保護技術を採
用  
 
 EMI Recorded Music（EMI）は、著名ア

ーティストの新作プロモーション用途に

BayView Systems の Duolizer technology を

採用すると発表した。 

 

 Duolizer technology は、BayView Systems

の特許出願中の非暗号化技術。コンテンツオ

ーナーは海賊行為や違法コピーの恐れなくデ

ジタルコンテンツを販売もしくはプロモーシ

ョン用途に配布、管理することができるよう

になる。 

 

 Duolizer technology では、まず元の楽曲フ

ァイルを「Flexible File」という大きなファ

イルと「Secure Stream」という小さなファ

イルに分ける。 Flexible File はダウンロー

ド、ストリーミング、CD、PtoP などあらゆ

るチャンネルを通して配布され、Secure 

Stream はコンテンツホルダー側のサーバに

保管される。 

 ユーザーは Flexible File を MP3 や WMA、

Real などの圧縮方式に対応したプレーヤー

ソフトで自由に再生することができ、コピー

することもできるが、音質はオリジナルとは

明らかに異なる。 

 音質に満足できないユーザーは、正規ユー

ザーとしてコンテンツホルダーのサーバにア

クセスすると、同じ楽曲ファイルの Secure 

Stream と Flexible File が一時的に結合し、

オリジナルの音質で再生することができる。  

オリジナル音質の楽曲ファイルは再生中しか

存在せず、再生が終わると元の Flexible File

だけがユーザーの PC やデバイスに残され

る。 

 ユーザーは完全なファイルのコピーは行え

ないため、何度コピーされてもコンテンツホ

ルダーの権利は保護される。 

 

 EMI では既にこの技術を検証しており、

Garth Brooks の新曲プロモーションに採用

され、CD の正式発売日前に海賊版が出回る

ことを防ぐとしている。 

（9/13） 
 
du-ub.com、「NetMD」に対応 
 
 ドゥーブ・ドットコム（du-ub.com）は、

2001年 12月上旬より、「Net MD」に対応し

た楽曲コンテンツの配信を開始すると発表し

た。 

 

 Net MDは、ATRAC3形式の楽曲ファイル

を PC から USB 経由で直接MD メディアに

転送する新しい規格。転送時の著作権保護技

術には「OpenMG」が用いられる。 Net MD

で記録されたMDメディアは既存のMD機器

でも再生することができる。 

 

 du-ub.com では、現在提供している IBM 開

発 の EMMS （ The Electronic Media 

Management System）による音楽配信プラ

ットフォームで配信された楽曲ファイル

（ATRAC3）を「Net MD」へ転送（チェッ

クアウト）できるよう対応させる。 

 Net MD 対応コンテンツの配信について

は、コンテンツホルダーであるレコード会社

各社の意向に従いながら、2001年 12月上旬

より順次対応を開始していく予定。対応開始

当初の楽曲数は約 200曲を予定している。 

 

 なお、Net MD対応機器は 12月 10日にソ

ニーから発売されることが発表されている。 

（9/13） 

 

ソニー、NetMD 対応製品 5 機種
発表 
 
 ソニーは、『Net MD』に準拠し、著作権を

保護しながら音楽データを PC から MD へ高

速転送できるNet MDウォークマンやMDデ

ッキ搭載ステレオなど 5機種を発売すると発

表した。発売日はいずれも 2001 年 12 月 10

日、価格はオープン。 

 

 今回発売する 5機種は、CD や『Net MD』

に対応する音楽配信サービス（ Electronic 

Music Distribution、以下 EMD）から PC の

ハードディスクに記録した音楽データを、

MD に高速転送することができる。 いずれの

機種にも音楽データの作成・管理・再生に利

用できる著作権保護対応アプリケーションソ

フトウェア「OpenMG Jukebox Ver2.2」が添

付され、著作権を保護すると同時に、音楽コ

ンテンツを手軽に楽しむことができる。 

 

 MD メディアに録音する際の記録方式には

ATRAC(標準モード時)と ATRAC3(LP モー

ド時)を採用し、従来機器と変更がないため、

転送した音楽データは既存の MD 機器で楽し

むことができる。 また、ディスクに録音され

た曲を好みのグループに分けて登録・整理で

き、素早い曲検索が可能な“グループ機能”

もすべての機種に搭載されている。 

 

 今回発表された製品は以下の通り。 

 

・Net MDウォークマン『MZ-N1』 

上下キャビネットに高剛性マグネシウム

を採用。小型・軽量化を追求し、約 78.7

×71.8×16.9mm(最大突起含まず)の大き

さ、約 90g(本体のみ)の軽さを実現。色は

シルバーとブルー。 漢字やひらがなも表

示できる全角 6 文字漢字表示対応の新型

スティック・コントローラーを付属。置く

だけで簡単に PC 接続、充電ができる

「USB クレードル」付属。バッテリーラ



 

EMD Magazine 第 4 号 

 - 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イフ連続再生約 100時間。 

 

・MD デスクトップオーディオシステム

『LAM-Z1』（アクティブスピーカー付属）

/『LAM-1』（本体のみ） 

  PC と並べてデスクトップに置いても場

所をとらないコンパクトサイズ。本体単独

で CD から M D へ最大 4倍速での高速録

音が可能。本体表示ディスプレイは漢字・

ひらがなの表示が可能。 

 

・コンパクトコンポーネントシステム“キュ

ーブリック”『 CMT-C7NT』 

  剛性に優れた特殊素材入りの高比重樹脂

をキャビネット材料に使用、3次元形状の

ラウンドフォルム・スタイルを採用したス

ピーカー付属。CD から MD へ倍速での録

音が可能。 付属ソフトウェア「M-Crew」

によって、MD 以外の音源もパソコンから

制御が可能となる。 

 

・ミニディスクデッキ『MDS-NT1』 

パソコンの周辺に省スペースで設置でき

る幅 150mm サイズ 。音声出力端子を装

備し、アクティブスピーカー、ヘッドホン

での再生を楽しむことが可能。 

 

 さらにソニーでは『Net MD』に準拠した

デスクトップ型バイオ「バイオ MX」の新製

品を開発中であることも発表した。詳しい仕

様や価格は未定となっているが、 2001 年年

末までの製品化を目標とし、音楽を自在にた

める・聴く・連れ出す "ミュージックサーバ

ー"への進化を図っているとしている。 

（9/12） 

 
ソニー、Palm OS4.1 搭載の新
"CLIE"発表  
 
 ソニーは、音楽再生機能に加え、65,536

色対応高解像度 TFT カラー液晶ディスプレ

イ を 搭 載 し た “ CLIE （ ク リ エ ）”

『PEG-N750C』（Palm OS ver.4.1採用）を

発売すると発表した。発売日は 2001 年 9 月

22日、価格はオープン。 

 

 PEG-N750C は、PC 上で音楽コンテンツを

管理する付属ソフトウェア「 OpenMG 

Jukebox2.2」で PC に保存した音楽データを、

ATRAC3 方式でマジックゲートメモリース

ティック（別売）に記録し、再生することが

できる。 各種設定や操作も、色を 4色から選

択できるようになった PEG-N750C の画面上

や、ジョグダイヤル、ヘッドホンリモコン（付

属）で簡単に行うことができる。  また、

PEG-N750C に収録されている「 AudioPlayer

（ver.2.1）」ではMP3 形式の音楽データも再

生可能となっている。 

 

 さらに 320×320 ドットの高解像度なフロ

ントライト搭載反射型 TFT カラーディスプ

レイは 65,536 色のフルカラーに対応、より一

層色鮮やかな画像を表示でき、 独自のハイレ

ゾフォント（高品位な文字フォント）の採用

で読みやすい文字表示も実現している。 

 

 現行機種の小型・軽量・スタイリッシュデ

ザイン、サテンシルバーの本体カラーはその

まま生かされている。また、内蔵のリチウム

イオンポリマー充電池により通常使用で約

15 日間使用可能となっている。 ただし、連

続音楽再生時間は約 11時間（ディスプレイ消

去時）/約 3時間（ディスプレイ表示時）とな

っている。 

（9/11） 

 
Thomson multimedia、各ソフト
ウェアが mp3PRO をサポートと
発表 
 
 Thomson multimediaは、同社の新しいオ

ーディオ圧縮規格 mp3PRO が、エンコーダ

ー、プレーヤー、著作権管理の各ソフトウェ

アでサポートされたと発表した。 

 

 mp3PRO は、Thomson multimedia と

Fraunhofer IIS-A、Coding Technologies の 3

社が特許権を保有するオーディオ圧縮規格

mp3 の改良型。 これまでと同じ音質であれ

ばファイル容量を半分にでき、従来の mp3

との互換性も保たれている。 Thomson 

multimediaは 3社の代表として、1500万台

以上の携帯型プレーヤー、2億 5000万台以上

の PC、130社以上の企業に対して mp3技術

をライセンス供与している。 

Thomson multimediaのサイト上で公開さ

れている mp3PRO に対応したプレーヤーソ

フトウェアのデモ版はこれまでに 150万件以

上のダウンロードを記録している。 

 

 まず、Thomson multimedia は MP3.com

と協同で mp3PRO 形式の音楽サイトを構築

する提携を結んだ。このサイトでは各ジャン

ルの上位曲が lcs（low-complexity-stereo）-32 

kbps、PRO-fi（80kbps）quality の 2種類の

音質で提供される。 

2 社はまた、ポピュラーなマルチメディア

ソフト WinAmp 用の mp3PRO 再生プラグイ

ンとデモ用エンコーダーソフトウェアを提供

し、mp3PRO の普及に努める。 

 

 また、自分で mp3PRO ファイルをリッピ

ングしたいというユーザーのために、ドイツ

の CD/DVD-R ソフトウェアメーカー Ahead 

Software から同社の主力製品「Nero」の新

バージョンがリリースされる。 このバージョ

ンには mp3PRO 形式のエンコーダーソフト

ウェアのフル機能版が含まれている。 

 

 さらに、InterTrust Technologies は同社の

著作権管理ソリューションに mp3PRO コー

デックを統合した。これによりアーティスト

は自らの楽曲の利益を守りながら DRM ビジ

ネスソリューションを通して収益を得ること

ができるとしている。 

（9/11） 

 

SMK、3 種類のカードに対応した
一体型コネクタを開発 
 
 SMK は、小型メモリーカード規格、

SmartMedia、Memory Stick、SD カードの

3 タイプのカードに対応できる一体型のカー

ド用コネクタ「３in１カードコネクタ」を開

発、2001年 10月から販売を開始すると発表

した。 

 

 この新製品はカードスロットが 2ヶ所に分

かれており、上段のスロットに SmartMedia、

下段に Memory Stick、または SD カードが

挿入可能となっている。 カードの挿抜はスラ

イド方式（手動で挿入、抜去するタイプ）で、

誤挿入防止機構（全カード）、カード検知、ラ

イトプロテクト用スイッチ（SmartMedia、

SD カード）付きとなっている。 また、SD

カードスロットには、MMC の利用も可能。

実装高さは 7.2mm、重さは 8.7g で、採用セ

ットの小型化にも貢献するとしている。 

（9/11） 

 
日立、高速化したマルチメディア
カードを発売 
 
 日立製作所は、業界最高水準の書込速度を

実現した「マルチメディアカード高速シリー
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ズ」を製品化し、64/32/16MB 品を 2001 年 9

月 11日より、128MB 品を同年 10月 1日よ

りサンプル出荷すると発表した。 

 

 今回のシリーズでは、新開発の高速フラッ

シュメモリを採用し、コントローラの書込み

論理の改善を図った。さらに 128/64MB 品で

は 2個以上のフラッシュメモリに同時に書込

みを行うインタリーブ処理を採用している。  

各製品の型番と書き込み速度は以下の通り。 

 

・128ＭB：「HB28B128MM2」、書込速度

2.0MB/秒 

・64ＭB：「HB28D064MM2」、書込速度

2.0MB/秒 

・32ＭB：「HB28D032MM2」、書込速度

1.0MB/秒 

・16ＭB ：「HB28E016MM2」、書込速度

1.0MB/秒 

 

 いずれもオープン価格で、読み出し速度は

1.7MB/秒。これらの高速化により同社従来品

に比べ約 3～6 倍の書き込み速度を実現して

おり、例えば携帯音楽プレーヤへの音楽一曲

のデータ転送に 5～6分かかっていたものが、

わずか 1分で完了することが可能になる。（プ

レーヤ側の処理時間を除いた仮定） 

 

 また、マルチブロック書込みは、従来

MultiMediaCard モードのみのサポートだっ

たが、このシリーズから 2001 年 6 月にマル

チメディアカードの標準化団体 MMCA 

（MultiMediaCard  Association）で規格化

された「System Specification Version3.1」

仕 様 に 対 応 、 SPI （ Serial Peripheral 

Interface）モードでも新たにマルチブロック

書込みが可能となっている。そのため、市場

で多く採用されているインタフェース、SPI

モードでもデータの高速書込が実現できると

している。 

（9/11） 
 
InterTrust、著作権管理ソリュー
ションをmp3PRO に対応 
 
 米 InterTrust Technologies は、同社の著作

権 管 理 ソ リ ュ ー シ ョ ン を Thomson 

multimediaのオーディオ圧縮規格 mp3PRO

に対応させたと発表した。 

 

 mp3PRO は最もポピュラーな圧縮規格

mp3 の次世代版。より高音質を実現しなが

ら、mp3 との下位互換性を保っている。

mp3PRO のデモプレーヤーは Thomson 

multimedia のサイトから 150 万以上ダウン

ロードされている。 

 

 この mp3PRO を InterTrust のExtensible 

Media Audio (XM Audio) Frameworkに統合

したことにより、アーティストは世界で最も

ポピュラーな圧縮規格で著作権管理ビジネス

を通して利益を守りながら収益を挙げること

ができるとしている。 

（9/11） 

 
米 Palm など 3 社、Palm ユーザ
ー向け音楽配信サービスを開始 
 
 米 Palm、Shinei International 、Liquid 

Audio は、 m105/m505 用拡張ユニット

Porteson MP3 player と、Palmとの協同ブ

ランドの PC ソフトウェア Liquid Player 

Plus をリリースし、音楽ダウンロードサイト

Palm Music Connection をオープンしたと発

表した。 

 

 Shinei の Porteson MP3 Player は MP3 お

よび AAC のフォーマットに対応、MMC/SD

カードスロットを備え、単体での楽曲の再生

もできる。Palmの m105/m505と組み合わせ

ることにより、Palm の画面上でボリューム

の変更、イコライジング、プレイリストの編

集が行えるようになる。 単 4 型乾電池 2 本

で駆動し、USB インターフェースにより PC

と接続できる。Liquid Audio の著作権保護技

術 Secure Portable Player Platform (SP3)に

対応し、SDMI 準拠となっている。内蔵メモ

リ容量により 2モデルあり、32MB 内蔵モデ

ルが$149.99、64MB 内蔵モデルが$199.99

（米国内店頭価格）。  

 

 Palm との協同ブランドの Liquid Player 

Plus は楽曲ファイルダウンロード、再生、保

存を安全に行うことができるマルチメディア

ソフトウェア。Porteson MP3 Player のパッ

ケージに同梱される。 Porteson MP3 Player

のユーザーは、このソフトウェアを使うこと

によって PC 上で CD をリッピングしたり、

プレイリストを編集し、Player に転送した

り、CD-R に焼き込むことができるようにな

る。 

 

 Palm Music Connection は Palmのサイト

内に構築した音楽ダウンロードサイト。ユー

ザーは 15 万曲を越える幅広いジャンルとア

ーティストの楽曲を試聴、購入することがで

きる。 これらの楽曲の提供とホスティングは

Liquid Audio が担当している。 

 

 発売記念キャンペーンとしてオンライン直

販サイト Palm Store では Palm m105 と

Porteson MP3 player（32MB 内蔵モデル）

のセットを$299（$49割引）で提供する。 ま

た、MTV の Video Music Award のプレゼン

トとして、Turbo Red のフェースプレートを

付けた m100 と Porteson MP3 player の

64MB 内蔵モデルに MTV Award ノミネート

曲を付けて 100台が提供される。 

（9/8） 

 

8 月末の xDSL 加入者数、50 万を
突破 
 
 総務省から 2001 年 8月末時点の xDSL加

入者数の速報が発表された。それによると加

入者数は 510,339 でこれは前月末の 27.3%

増。増加率は前月から約 10%のマイナス。 

 

 内訳を見ると NTT 東西のフレッツ ADSL

での加入者が332,194、他事業者経由のxDSL

加入者が残りの 178,145 で、NTT 東西のシェ

アは 65%と変わらず。 これを 8 月の増加分

だけのシェアも 65%と変わらず。 

 

 前月からのペースに比べると NTT 東西の

シェアが横這いとなっており、他事業者の健

闘が目立つ結果となっている。また、ここ 3

ヶ月を見てみると加入者の増加数が 11 万前

後と一定している。 

（9/7） 

 

米 Microsoft、Pocket PC 2002 を
発表 
 
 米 Microsoft は、PDA 向け OS の新バージ

ョン「Pocket PC 2002」を発表した。 

 

 Pocket PC 2002では、主に 3つの分野につ

いて新機能の追加と改良が施されている。 

 

・これまでの Pocket PC からの改良として

は画面の変更と使い勝手の向上が図られ

ている。Windows  XPに似た画面デザイン

となり、PalmOS 搭載機とのデータ互換性

も向上している。 アプリケーションとし
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て Windows Media Video and Audio 8 を

サポートする Windows Media Player 8、

電子ブック閲覧ソフト Windows Reader

の新バージョンが収録されている。 

 

・企業ユーザー向けの改良としてはより安

定した動作とセキュリティ対策が施され

ている。社外から Windows ベースのサー

バに安全にアクセスするための virtual 

private network（VPN）機能がサポート

されている。 

 

・接続性の向上も図られ、無線 LAN

（IEEE802.11b）や Bluetooth、携帯電話

（CDPD と GSM）でのネットワークへの

接続がサポートされた。PC との連携を取

るActiveSyncもバージョンが3.5になり、

USB 接続に最適化されている。 

 

 Pocket PC 2002搭載マシンは 2001年 10

月 4日に発売される予定で、既に HPが搭載

機を発表している。 

（9/7） 

 
Midbar、音楽CD の違法コピー防
止技術でSonopress と契約 
 
 Midbar Tech は、Bertelsmann Arvato AG

グループの世界的ソフトウェアパッケージ企

業 Sonopress と音楽 CD の違法コピー防止技

術の提供に関して契約を締結したと発表し

た。 

 

 Midbar が提供するのは Cactus Data 

Shield （CDS）という複製制御技術のソリュ

ーション。この技術には 3つのレベルが設定

されており、CDS-100を採用した CD は普通

の CD プレーヤーでのみ再生可能、 CDS-200

を採用した CD は CD プレーヤーと PC で再

生のみ可能、CDS-300を採用した CD は PC

でのリッピングも可能となっている。 

 

 Midbar では2001年 8月現在で既にヨーロ

ッパ市場に於いて CDS 技術を採用した 100

万枚以上の音楽 CD が流通しているとしてい

る。 

（9/7） 

 
米 Digimarc、電子透かし技術で米
国特許を取得 
 
 米 Digimarc は、オーディオおよび画像コ

ンテンツ向けの電子透かし技術について米国

特許を取得したと発表した。 

 

 取得した米国特許 No.は 6,286,036。電子透

かしを施したオーディオおよび画像コンテン

ツをインターネットに連携させる技術と手法

に関するもの。 

 

 この技術を応用することで、オンライン著

作権保護情報とコンテンツの連携、インター

ネット上を流れるコンテンツの追跡すること

ができるようになり、Web でのコンテンツの

用途を宣伝や販売まで拡げるとしている。 

 

 なお、Digimarc は電子透かし技術に関して

競合に当たる Verance を特許侵害で 5件の訴

えを起こしている。 

（9/6） 

 

サンディスクとソニー、メモリー
スティック事業で提携 
 
 サンディスクとソニーは、メモリースティ

ック事業に関して今後両社が協力する旨の契

約を締結したと発表した。 

 

 この契約により、ソニーはサンディスクに

メモリースティックを供給、サンディスクは

自社ブランドでメモリースティックの販売を

行う。また、サンディスクは NAND 型フラ

ッシュメモリーを 2001 年末からソニーに供

給する。 

 

 さらに両社は次世代型メモリースティック

を共同開発し、各社が独自に製造・販売する

ことにも合意した。次世代型メモリースティ

ックでは高速化、大容量化が図られる予定。 

（9/6） 

 
米 Gracenote、オーディオ機器向
け楽曲情報提供ソリューションを
発表 
 
 米 Gracenote は、ネット上で CDDB とし

て提供している楽曲を認識し付帯情報を提供

するサービスと同等の機能をネットワークに

接続されていないデバイスでも実現できる家

電メーカー向けのソリューションを開発した

と発表した。 

 

 ネットワークに接続されて居らず、HDD

も内蔵していない従来型の CD プレーヤー向

けには CD バージョンが提供される。一枚の

CD に CDDB のデータベースが特別な暗号化

の上に圧縮されて収められており、 RTOS

上で動作する軽量のアプリケーションがデー

タベースの検索を行う。正しい検索結果は検

索速度を上げるために RAM 上に一時保存す

ることもできる。 この CD は埋め込まれたト

レイ、もしくはチェンジャーの一つにセット

したまま用いる。携帯型プレーヤーやトレイ

が一つしかないプレーヤーでは CD を出し入

れすることで利用できる。 また、データベー

ス内容のアップデートはセットしている CD

を取り替えることだけで容易に行うことがで

きる。 

 

 MP3 ジュークボックスのように内部に

HDD など記憶装置を備えている機器に対し

ては、CDDB の完全なデータベースサービス

を特別な暗号化の上に圧縮して提供する。 こ

れを内蔵記憶装置に収めることにより、あた

かもネットワーク接続されているのと同等の

機能をオフラインで提供できるようになる。  

提供される情報セットは、車載プレーヤー向

け、携帯プレーヤー向け、家庭内サーバ向け

にそれぞれカスタマイズすることができる。 

 

 ネットワーク接続機能を持つジュークボッ

クスや CD プレーヤーには標準 TCP/IP 経由

で Gracenote のサービスを利用するためのシ

ンプルで軽量な検索レイヤーがインストール

される。 検索結果の情報は各プレーヤーの表

示ディスプレイやエンドユーザーの要望に応

じてカスタマイズすることができる。ダイヤ

ルアップ接続でもブロードバンドや 2.5G/3G

移動通信の常時接続環境でも検索結果は一時

保存することができる。 検索結果は 1KB 程

度なので、検索速度を上げるために一時保存

することは容易となっている。 

 

 Gracenote では楽曲の付帯情報に加え、

「Album Art」、「Music news 」、「Artist 

biographies 」、「 Album reviews 」、

「 Proprietary recommendation 

technology 」、「 Advanced play list 

management」、「Extended data」といった

付加情報も提供できるとしている。 

 

 このソリューションについて Gracenote は

オンラインでユーザーに認められた便利なサ

ービスをオンラインに還元し、オーディオ機

器を次世代に引き上げるものとしている。 こ

の技術を利用した製品は 2001 年末にも登場
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する見込みであるとしている。 

（9/6） 

 

日本テレコムと JR 東日本、駅で
の無線インターネット接続実験を
実施 
 
 日本テレコムと東日本旅客鉄道（JR 東日

本）は、無線 LAN を用いたインターネット

接続実験を東京駅において 2001年 9月 26日

より開始すると発表した。 

 

 実験期間は 2001 年 9 月 26 日 10 時から

2001年 12月 20日 18時までを予定。東京駅

のメディアコート内（ブレイク・カフェビス）

と丸の内地下北口改札周辺（動輪の広場周辺）

の 2ヶ所が実験スポットになる。 

 

 実験には IEEE802.11b規格の無線 LAN が

採用され、実験スポットにはアクセスポイン

トを設置して 1.5Mbps のインターネット接

続環境を提供する。 

 

 日本テレコムのインターネット接続サービ

ス（ODN）の会員を対象にモニター300人が

募集される他、平日 10時から 18時まで無線

LAN 対応のパソコンや PDA を無料で貸し出

しされる予定。 なお、セキュリティ上モニタ

ーにも無線 LAN カードは貸与となり、ユー

ザー所有のカードは利用できない。 

 

 この実験を踏まえ、将来的には列車内や市

中でのサービスの実施並びに事業としての展

開の可能性について検討するとしている。 

（9/5） 

 

Yahoo! BB、進捗状況を公開 
 
 ヤフーとビー・ビー・テクノロジーは、2001

年 9月 1日より商用サービスを開始したブロ

ードバンド総合サービス「Yahoo! BB（ヤフ

ー・ビービー）」の進捗状況を公開した。 

 

 それによると、2001年 9月 3日現在で予約

数が  1,012,004、本申込者数  496,855、

Yahoo! BB の工事済み回線数 155,744、接続

回線数 40,699、開通局舎数 223 局舎となっ

ている。 なお、工事済み回線数とは Yahoo! 

BB 側の工事が終了しており、NTT 側の工事

終了を待っている段階としている。サービス

としては NTT 側の工事終了を持って ADSL

モデムの送付などを行う。 

 今後は 2001 年 9月末ごろまでには 600の

NTT 局舎間を開通させ、全ての都道府県でサ

ービスを提供できるようになる予定としてい

る。 

（9/5） 

 

米 HP、Compaq と合併 
 
 米 Hewlett-Packard（HP）は、米 Compaq 

Computer（Compaq）と吸収合併すると発表

した。存続会社は HPで、事実上の買収とな

る。 

 

 合併は、Compaq 株 1 株あたり H P 株

0.6325 株の株式交換により行なわれ、総額は

250 億ドルとなる。株式交換の完了は 2002

年の第 1 四半期となる予定。本社は現在 HP

の本社のある Palo Alto となる。 HPの Carly 

Fiorina現会長兼 CEO が新 HPの CEO に就

任、Compaq の Michael Capellas 現社長兼

CEO が新 HPの社長に就任、Compaq のボー

ドメンバー4 人が新 HP のボードメンバーに

加わる。 

 

 両社の過去 4四半期の業績結果を基に計算

すると、新 HPの一時的な経費を除いた資産

は約 564億ドル、年売上高 874億ドル、年営

業利益 39億ドルとなる見込み。160カ国以上

に事業拠点を持ち、14万 5000人以上の従業

員を雇用することになる。 

 

 新 HPは以下の 4つの事業部門から構成さ

れ、過去 4四半期の業績結果を基に計算した

当初の売上規模も同時に発表している。 

・プリンターやスキャナなど画像処理関係

機器の Imaging and Printing 事業で 200

億ドル 

・パソコンおよび PDA 関連製品のAccess 

Devices 事業で 290億ドル 

・サーバ機やストレージ装置など IT インフ

ラ系機器の IT Infrastructure 事業で 230

億ドル 

・コンサルティングやサポートなどのサー

ビス事業で 150億ドル 

 

 なお、両者の日本法人からの発表はまだな

い。 

（9/4） 

 

 

 

 

米 CableLabs、DOCSIS2.0 を年
内に策定 
 
 米 Cable Television Laboratories

（CableLabs）は、ケーブルモデムの標準規

格「DOCSIS （Data Over Cable Service 

Interface Specification）」の新バージョンを

年内に策定、通信速度を 30Mbps まで引き上

げると発表した。 

 

 DOCSIS2.0 となる新たなバージョンでは

S-CDMA (synchronous code division 

multiple access) と A-TDMA (advanced 

frequency agile time division multiple 

access）という 2 つの変調方式を採用する。 

この 2 つの変調方式を現行の 1.0/1.1 と同じ

チャンネルに共存させることで互換性を確保

する。また、アップストリームのスループッ

トを引き上げ、チャネル容量を増やすほか、

耐障害性も高める 

 

 現行の DOCSIS1.0 では光ファイバーと同

軸ケーブルの混在するネットワーク環境に於

いて 6MHz の帯域当たり 5Mbps の最大デー

タ転送速度（上り）を実現している。 対応モ

デムを試験・検証中の DOCSIS1.1 では同

10Mbps を実現しており、今回策定される

DOCSIS2.0 では同 30Mbps まで引き上げる

予定。 

 

 DOCSIS2.0の策定は 2001年内に終了し、

対応モデムは 2002年に登場する予定。 

 

 CableLabs はCATV 事業者が共同で設立し

ているコンソーシアムで、1998年 11月の設

立以来、Broadcom Corporation、Conexant 

Systems 、 Pacific Broadband 

Communications、Terayon Corporation、 

Texas Instruments といった半導体メーカ

ー、モデムメーカーと協力し、ケーブルモデ

ムの相互接続性の確保を目的とした規格策定

を行っている。 

（9/4） 

 

NTT ドコモ、FOMA の正式サー
ビスを発表 
 
 NTT ドコモは、2001 年 5 月 30日から試

験サービスとして開始していた第三世代移動

通信サービス「FOMA」を予定どおり 2001

年 10 月 1 日より本格サービスを開始するこ

ととし、総務大臣に FOMA サービス契約約
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款の認可申請ならびに料金表の届出を行った

ことを発表した。 

 

 FOMA サービスの内容は、音声通話、64k

デジタル通信を利用した TV 電話、下り最大

384kbs、上り最大 64kbs のパケット通信、上

り・下りとも 64kbs の回線交換方式のデータ

通信、 FOMA 端末間の短文テキスト送受信

が可能なショートメッセージ、音声通話とパ

ケット通信の同時アクセスが可能なマルチア

クセス。 

 付加サービスとして下り最大 384kbs の高

速アクセスによる i モードサービス、最大全

角 5,000 文字まで送受信可能となり静止画

（GIF、JPEG）やメロディ（MIDI）も添付

可能な i モードメール、 パソコンなどに端末

を接続して、インターネット接続（64K デー

タ通信/パケット通信）やメールサービスが利

用可能な mopera サービスがある。その他、

留守番電話、転送でんわ、キャッチホンなど

は現行と同等のサービスが提供される。 

 

 料金体系は基本使用料と通話料、および各

種割引サービスと付加サービス料からなる。

通話料の中には通話モード、64kbs デジタル

通信モード、パケット通信モード、ショート

メッセージ通信モードが含まれる。 

 基本使用料は総合利用プランで最低月額

3,900 円から、データ専用プランは月額 2,200

円。パケット料金はパック利用なしで 0.2円/

パケット、3 種類あるパックの中で最も大き

いパケットパック 80は、40万パケットまで

定額 8,000 円で超過分は 0.02円/パケット。 

 また、期間限定で特別料金が設定され、

2002 年 3 月末まで契約事務手数料を無料化

し、各プランで無料通信分を 1000 円追加す

る。 

 

 当初のサービス地域は、おおむね国道 16

号線内（都心から半径 30ｋｍ圏内）となり、

2001年 12月に京阪神主要エリア、名古屋市、

南関東主要エリア、2002 年春に全国主要都

市、北関東主要エリア及び甲信越の一部まで

拡大される予定。 

 

 提供される端末は試験サービスで用いられ

ているものと変わらず、スタンダードタイプ

（FOMA N2001）、ビジュアルタイプ（ FOMA 

P2101V）、データタイプ（FOMA P2401）の

3種類。 

 

 今後予定されているサービスとしては、

2001 年内にｉモードによる映像クリッピン

グサービス、2001 年春に映像配信サービス  

＜M-stage visual＞、音楽配信サービス ＜

M-stage music＞、 2002 年夏に現行携帯・

自動車電話との使い分けが可能になるデュア

ル NW サービス、実施時期未定の国際ローミ

ングサービスがある。 

 

 なお、FOMA 試験サービスについては、本

格サービスの提供に伴い、2001年 9月 30日

もって終了となる。 

（9/3） 

 

ベリマトリックス・ジャパン、電
子透かし技術を利用した音楽配信
サービスを開始 
 
 ベリマトリックス・ジャパン（ベリマトリ

ックス）は、2001年 9月 1日より『電子すか

し証明書（PKI/Watermarking）』技術を利用

した音楽配信サイト｢VeriMusic｣をオープ

ン、シンコ－・ミュージックに対しサービス

を開始した。 

 

 配信ファイル形式は MP3。Real Player で

の試聴が可能となっており、決済手段はクレ

ジットカード（JCB、VISA、Master、ミリ

オン、AMEX、Nicos、Diners）が利用でき

る。 

 楽曲ファイルには売買契約の電子署名にリ

ンクする 32桁のシリアル ID が埋め込まれて

いる。この売買契約はベリマトリックス会員

規約に合意した段階で付与される電子証明書

を用いて、楽曲の購入ごとに行われる。 

 楽曲ファイルの私的な目的（最低限のバッ

クアップ、個人的アルバムのための編集など）

でのコピーは自由に行うことができ、またバ

ックアップの際に追加ライセンスなどを支払

う必要はないが、「第三者に複製を渡すこと」

「ホームページ等に公開すること」「その他、

サービス利用規約及びベリマトリックス会員

規約にて禁じられていること」は制限されて

いる。 

 これらの制限行為は、同社の監視システム

「PiracyWatch」により監視され、 確実に把

握することができる。また、これらの技術は、

音声ファイルの品質にはほぼ全く影響を及ぼ

さないとしている。 

 

 「VeriMusic」へ出店する音楽プロダクシ

ョンやアーティスト、スタジオ等は、初期費

用として 5万円（税別）、月額メンテナンス料

として売上金から数パーセント徴収されるだ

けでクレジットカードを使ってコンテンツを

買える本格的な配信サイトを開設でき、 ベリ

マトリックスが提供する電子すかし証明書を

使った海賊版探査サービスなどの付加サービ

スを受けることができる。 

 

 サービス開始時に配信するのは、シンコ

ー・ミュージックの Cosmix Records が先に

発売した cloudica のオリジナルアルバム

「fractionboard」の楽曲全 6 曲。 新人アー

ティストの評価・支援はシンコー・ミュージ

ックが行い、サイトの運営はベリマトリック

ス・ジャパンが直接担当する。 

 

 ベリマトリックスでは、音楽をはじめとし

て、デジタル出版物、ソフトウェア、ゲーム

などのデジタルコンテンツに関する海賊行為

に対処するソリューションを提供していくと

している。 

（9/3） 
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【EMD.GR.JPコラム】 
「EMD プレーヤーの新たな販売
手法の可能性」 
 
 このサイトで取り上げている EMD プレー

ヤーの一覧は発売年代順に並んでいるのでと

ても分かりやすい。この一覧を眺めていると、

当初の販売メーカーにオーディオとはあまり

馴染みのない名前が並んでいることが分か

る。具体的に挙げれば、ソリッドオーディオ

プレーヤー陣営のハギワラシスコム、富士フ

イルムアクシア、日立マクセルといった企業

だ。 

 こうした企業がそれまで実績のなかったオ

ーディオ製品を手がけた理由について考えて

みると、共通点としてメディアを販売してい

る企業であることに気付く。いずれもソリッ

ドオーディオプレーヤーで採用されていたフ

ラッシュメモリーカード、ID 付きスマートメ

ディアを販売しているメーカーだ。 

 各社のこの分野に対する取り組み意欲につ

いては類推でしかないが、オーディオプレー

ヤー本体のビジネスを確立する（オーディオ

分野で一定のシェアを確保する）と言うより

も、元々販売していたメモリカードの更なる

消費拡大を目的としてプレーヤー本体を自ら

手がけるといった戦略が伺える。 

 実際にそうした戦略を採っていたとすれ

ば、残念ながら成功したとは言い難い。その

理由としてはスマートメディアが消耗品とし

て機能しなかったことが挙げられる。スマー

トメディアが十分に安ければ録音したスマー

トメディアを次々と買い足すような消費行動

が起きた可能性もある。 しかし、スマートメ

ディアはその書き換えの手間を考えてもお釣

りがくるほど高価であり、実際にはユーザー

の多くは一枚のスマートメディアを何度も書

き換えて大事に使うだけだった。 

 こうしたメディアの消費を見込んだ販売手

法は最近の MP3-CD プレーヤーにも見られ

る。台湾メーカーから OEM を受けている国

内の代理店の多くは CD-R メディアも同時に

手がけている。 CD-R が書き換えのできない

メディアであること、消耗品と呼べるだけの

単価の安さから、ある程度の消費行動の流れ

は起こすことができるだろう。少なくともメ

モリカードよりは成功したように見えるはず

だ。しかし、筆者がそのビジネスに先がない

と考えている理由は前回のコラムで述べた通

りだ  

 

 

 実はハードウェア単体では利益が出ないと

言う話は今になって始まったことではない。

余程の独自機能を持った製品でない限り、大

きな利益は望めないし、競合製品が登場した

時点で市場競争の中で利益は減少していく。 

 そのため、企業としては収益をハードウェ

アを販売した後に付随するモノ、いわゆるア

フターマーケットに求める。それは大きく有

形のモノと無形のモノに分けることができ

る。  

 

 

 有形のモノとはサプライと言われる消耗品

である。これをプリンターについて考えてみ

ると分かりやすい。 

 プリンター本体はメーカー間の競争はある

ものの、必要十分な性能を実現している今と

なっては、機能だけでは大きなアドバンテー

ジとはなりにくく、かなりの値引き競争も行

われる。よって、本体ビジネスだけで売上を

伸ばそうとすると利益の確保が難しくなる。 

 ところが、プリンターは使い始めればイン

クやトナー、紙などの消耗品が繰り返し必要

になる。実はこれら消耗品の利益率はプリン

ター本体とは比べものにならないくらい高

い。それは競合する製品がないため無理な値

引きの必要がないからだ。 さすがに紙は規格

化されているが、インクやトナーはメーカー

ごとに互換性を持たない。同じメーカーの中

でもプリンターの機種ごとに消耗品の型番は

違っており、ユーザーは指定買いするより他

ない。 安価なサードパーティ品は、消耗品で

収益を確保するというメーカーの戦略故に保

証外となるし、時には訴訟対象ともなる  

 

 

 一方、無形のモノとは一般にサポートとか

サービスと呼ばれるものだ。 

 例えば企業や官公庁など業務の中にコンピ

ュータを導入する場合には、その顧客がすぐ

に業務に利用できるようにしなければならな

い。そうした機器の設置や設定、時にはソフ

トの開発、導入支援などが企業を顧客に持つ

メーカーの収益の源泉となる。 

 2001年 9月 4日に発表され世界を驚かせた

HPと Compaq の合併についても PC をはじ

めとするハードウェア本体だけのビジネスで

は収益を挙げられず、サポートやサービス、

コンサルティングと言ったソリューションと

呼ばれるビジネスに転換を図ったものだとさ

れている。  

 

 さて、詳細を述べればきりがないが、ハー

ドウェアを消耗品やサービスと言った販売後

の収益を見込んだ販売手法は一般的に企業向

けとされてきた。 個人ユーザー向けには購入

時に多少のおまけを付けるといった程度で、

箱売りと呼ばれ対局にあるものと分類されて

きた。これが大きく変化したのは携帯電話以

降である。 

 1990 年代半ばから個人ユーザー市場で大

きく販売台数を伸ばした携帯電話市場に於い

て、その牽引力となったのはサービスを当て

にした販売手法と言える。 

 携帯電話を手に入れたユーザーは必ず通話

をする。通話はサービスとして料金が発生す

る。その料金が後々見込めるので携帯電話単

体では利益が出なくてもとにかく普及させ

る、という戦略が採られた。それにより、明

らかに原価を割ったハードウェアが個人ユー

ザーの手に入ることになったのだ。 

 この戦略は結果として、代理店に対するリ

ベート、販売マナーなどの諸問題を引き起こ

したものの、携帯電話の市場規模を大きく押

し上げたことは間違いない。原価を守った通

常の販売手法が継続していれば、携帯電話は

今ほど普及してはいなかっただろう。  

 

 

 ところで、一定の注目を集めながら EMD

プレーヤーもなかなか普及が進まない。では

携帯電話と同様の販売手法を EMD プレーヤ

ーにも適用できないだろうか。つまり、本体

の販売後に音楽配信サービスによる売上を見

込むことで、EMD プレーヤーの価格を大き

く引き下げることができるのではないかと考

えてみる。  

 

 

 携帯電話の販売手法を考えてみる場合、避

けては通れない事例がある。同様の戦略を PC

に取り入れようとした「フリーPC」だ。 

 PC の個人ユーザーに対する販売手法とし

てはモニターやプリンターを組み合わせて割

安感を出すくらいに留まっていた。ところが、

インターネットの盛り上がりによって、イン

ターネットをサービスとして PC に付けて売

るという販売手法が「フリーPC」だった。 た

とえ PC 本体の価格を原価以下としても、そ

の後のインターネット接続料金がユーザーか

ら徴収できれば、十分にビジネスとして採算

が合うと見込んだビジネスモデルだ。 

 しかし、具体例は挙げないがこのビジネス

モデルはほぼ失敗に終わったとされている。
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その要因を考えてみよう。  

 

 

 フリーPC の失敗の要因としてはまず PC

が「生もの」であったことが挙げられる。PC

の場合は採用している技術の移り変わりが激

しく、ほぼ3ヶ月すれば旧型となってしまう。 

さらに 2年に一度は OS がバージョンアップ

するためハードウェアの更新はほぼ必須と言

える。そうした状況の中で例えばインターネ

ット接続 3年契約付きで PC を購入できるか

と言えば、答えは NO だ。 

 また、この 1、2年の間に PC の普及に伴い

低価格化がより進んでしまったことがある。

現在、通常のメーカー製 PC でも本体が 10万

円以上すれば余程高機能なモデルとなるだろ

う。ノートPC ですら 20万円以下が相場とな

っている。 一方でフリーPC はコストをでき

るだけ抑えるため、低価格の単一モデルとな

っている。仕様の変更や選択の余地はほとん

どない。ユーザーは外見にせよブランドにせ

よ自分好みの PC が同じような値段で手に入

るのであれば、そちらを選択するだろう。 こ

うした PC の事情を知っているユーザーはフ

リーPC に手を出さないし、購入後に事情を

知ったユーザーでも解約した方が有利である

と考えるだろう。 

 さらに PC という製品の性格として汎用

品、よく言えば何でもできるが、悪く言えば

何をしたらいいのか分からないものであると

言うことができる。「インターネットをするた

めの道具」という位置付けも、インターネッ

トはあくまで手段であり、メールも Web サイ

トも面白いと思わなければそれまでだ。 そう

したユーザーにとって見れば、メールもでき

る携帯電話の方がまだ目的がはっきりしてい

るし使いでがあるということができる。 

 加えて PC に付いてくるサービスも未成熟

だったと言えるだろう。単純なインターネッ

ト接続サービスもまた、将来のコンテンツサ

ービスを見越した低価格化が激しく、無料プ

ロバイダーという仕組みまで登場し生き残り

競争の様相を呈している。 しかも肝心のコン

テンツサービスはまだ収益として確保できる

だけのサービスも仕組みも出来上がっていな

い。期待のブロ－ドバンドにしても、対応す

るための初期投資負担に躊躇しているところ

だ。すなわち、収益の源泉と見込んでいたサ

ービスそのものがビジネスとして不安定だっ

たということができる。 

 以上をまとめると、フリーPC の失敗は陳

腐化の早い製品であったこと、製品の無目的

性、さらに提供するサービスの未成熟、が挙

げられる。  

 

 

 フリーPC の失敗要因を踏まえて EMD プ

レーヤーを考えてみると、決して見込みがな

いわけではないことが分かる。 

 まず陳腐化に関しては、EMD プレーヤー

は徐々に技術の向上が図られているものの、

そのスピードは PC に比べれば緩やかであ

り、ハードウェアの買い換えを強いる要素は

今のところ見られない。 

 また、構成する部品の中ではコスト比率の

高いフラッシュメモリの低価格化は進んでい

るものの、元々プレーヤー本体の価格はそれ

ほど高いわけではなく、一般製品の方が安く

なるといった事態にはなりにくい。 

 さらに製品の性格として音楽を聴くもので

あるという目的がはっきりしている。音楽の

好き嫌いはあるだろうが、プレーヤーを購入

したユーザーが音楽をまったく聞かなくなる

といったケースはほとんど考えられないだろ

う。 

 最後にサービスだが、これは製品の目的が

音楽を聴くものであるとはっきりしているた

め、提供されるサービスも音楽配信サービス、

すなわちコンテンツサービスとなる。よって

単純なインターネット接続サービスよりも収

益として確保しやすい。  

 

 

 残る課題はサービスを実現するための仕組

みだ。有料の音楽配信システムであることは

もちろん、プレーヤーの本体価格に反映させ

るのであれば、サービス料金はできるだけ安

定していることが望ましい。すなわち月額固

定料金と言った会員制サービスが求められ

る。これはユーザーに対しても月額 1,000円

で月々5 曲まで楽曲が購入できるといった仕

組みとしてアピールしやすいだろう。 

 実はここのところ、著作権管理システム開

発企業がサブスクリプション（会員制）モデ

ルの搭載を相次いで発表していることは無関

係ではない。皆、音楽配信サービスのあり方

としてこのビジネスモデルを見据えている。

あとは具体的な価格設定と誰がそれを実現す

るのか、に係っている。  

 

 

 まったく根拠のない数字で申し訳ないが、

上記の月々5 曲まで楽曲が購入できる月額

1,000 円のサービスに加入することにより、

EMD プレーヤーの本体価格が 4,800 円とな

れば、ユーザーの購買意欲に影響を与えるこ

とができるのではないだろうか。 音楽配信サ

ービスとしては高すぎず、本体価格も一般製

品に比して魅力があると思えるユーザー本位

の価格だ。これに収益性を鑑みた試算が繰り

返し行われることになるだろう。そこにはも

ちろん、事業者のコストも入ってくるし、楽

曲の価格といった著作権者側の事情も考慮さ

れなければならない。 

 あとはこのサービスを誰が提供するかに係

っている。EMDプレーヤーのベンダー、ISP

などインフラ事業者、また強固なブランド所

有者も候補としてあげられるだろう。 

 インフラ事業者であれば、ブロードバンド

サービスの月額料金に+αで音楽配信サービ

スが受けられるというオプション設定にする

こともできる。 衣料品や飲食品などの強力な

ブランド企業は広告戦略の中でオリジナルブ

ランドの EMD プレーヤーと音楽配信サービ

スを効果的に利用することができるだろう。 

 いずれにせよ、ユーザーが安心して対価を

支払える相手となること、これは容易いこと

ではない。 折角優れた仕組みを構築してもユ

ーザーの信頼を得られなければ決して受け入

れられない。 その努力が想像以上にコストが

かかると言うことにインターネットバブルに

踊ったインターネット専業企業の苦戦は教え

てくれる。 

 携帯電話のように販売している EMD プレ

ーヤーを安心して購入できるブランドを築く

こと、それはこのビジネスモデルの最後にし

て最も高いハードルと言えるだろう。 

（2001/9/10、日夏雄高） 
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